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Abstract：In this study, we reviewed previous studies and our investigation concerning support programs in 
Korea after. ‘Convention on the Rights of Persons with Disabilities’ and ‘Disability Discrimination Act’ were 
enforced in Korea. 
In Korea’s support programs for disabilities, ‘mutual understanding’,‘life-long education’,‘ leisure activities’, 
'Inclusive Education’, ‘Human Rights’ are focused. And regional support system is ‘one-stop service’. When 
we think Reasonable Accomodation in Japan, the practice in Korea may be serve as a useful reference.
Keywords：Reasonable Accomodation, Disability Discrimination Act in Korea, Support system for people 
with disabilities in Korea
障がいのある人への地域での教育的支援に関する一考察
─　韓国での実践を手がかりに　─
A Study of Regional Support Programs for Persons with disabilities










































































































































































































































































































































































































































































































から，EHCP（Education Health and Care Plan）という各
省庁で横断的に対応するプランが打ち出されている（高
橋，２０１６a，b）。関係諸機関の連携のみならず一人の人
を乳幼児期から老年期に至るまで包括的に捉えることが
可能な地域施設のプランニングも今後必要となるだろう。
　第三に，韓国においては，２００７年に，障がいのある
人への「特殊教育振興法」が全面改正となり，「障害者等
に対する特殊教育法」となった。「振興」という推進状況
を表現することばが消えているところに着目すると，韓
国においては，特殊教育が軌道に乗っているものと推察
される。併せて、「同法６条においては，インクルーシブ
教育を目ざす目的を有し，特殊教育はインクルーシブ教
育の実現のために行われる教育であり社会的インクルー
ジョンを達成する上で不可欠である」（金丸・張，２０１５，
p.１５）と規定されている。併せて，「これまで規定されて
こなかった高等教育に大学内の障害学生支援センターの
設置（第５章第３０条）の義務の明記」（金丸・張，２０１５，
p.１５）や「生涯教育（学習）施設の設置・運営（第５条）」
（金丸・張，２０１５，p.１５）も規定されている。
　インクルーシブ教育システムの構築が求められている
日本にとっては，韓国における研究や実践は，参考にな
る点もあるだろう。
注
＊注１本稿においては，「障がい」の表記を用いるが，引用
や法律の条文については，「障害」の表記を用いる。韓国
の障碍人福祉館の名称においては，「障碍」の表記を用い
ることとする。
＊注２神戸大学国際交流基金，兵庫地域政策研究機構の研究
の一環として行った。
＊注３障がいの種別については，黄・李・崔（２０１３）での
表現をそのまま使用している。
＊注４第二著者が兵庫地域政策研究機構に，２０１０年に提出
した報告書の一部に再構成，再分析を加えている。
＊注５パワーポイント配布資料の様式の紙媒体資料を知的
障碍人福祉館より入手した。
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